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あまりに無惨なツメ跡
家が、道路が、山が……… 一夜のうちに変ぼう

７
月

日
未
明
か
ら
本
町
を
襲
っ
た
豪
雨
は
、

12

１
名
の
行
方
不
明
者
と
少
な
く
と
も
６
億
円
以

上
（
見
込
み
額
）
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

日
早
朝
に
は
１
時
間
に
１
２
６
ミ

12

リ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
上
色
見
を
中
心
に
土
砂
崩

れ
や
田
畑
の
埋
没
、
道
路
の
決
壊
な
ど
が
相
次

ぎ
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
今
回
、
一
番
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
の

は
上
色
見
中
原
地
区
。
上
色
見
川
の
近
く
に
住

む
後
藤
隆
信
さ
ん
は
、

日
午
前
５
時
頃
、
家

12

族
と
一
緒
に
高
台
の
倉
庫
へ
な
ん
と
か
避
難
。

そ
の
後
、
自
宅
へ
大
量
の
濁
流
が
流
れ
込
み
ま

し
た
。
川
に
は
大
量
の
倒
木
や
大
き
な
石
が
流

れ
込
み
、
下
鶴
橋
に
は
上
流
１
０
０
メ
ー
ト
ル

に
か
け
て
山
の
よ
う
に
積
み
重
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
川
か
ら
流
れ
て
き
た
倒
木
は
、
自
宅
へ

も
流
入
し
そ
う
な
勢
い
で
し
た
。
し
か
し
、
自

宅
の
周
辺
に
植
林
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
や
ケ
ヤ
キ
の

お
か
げ
で
流
入
は
な
ん
と
か
回
避
し
ま
し
た
が
、

大
き
な
ツ
メ
跡
を
残
し
ま
し
た
。

▼倒木が重なり合い上色見川を埋め尽くした（上色見・中原地区）

▲多数の土砂崩れを起こし姿が変わった根子岳

根
子
岳
の
姿
が
変
わ
っ
た
…

上
色
見
中
原
地
区
を
中
心
に
大
き
な
被
害
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災害
特集 7.12 九州北部豪雨災害

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
多
発▲山林が崩壊し、大量の倒木が発生。電話線が断線し、

上色見地区の電話が不通となる
▲上流域で発生した土石流により、山林（阿蘇ソフトの村）を
飲み込む（上色見・広域農道沿い）

▲大戸の口峠（上色見）は根子岳からの土石流の影響に
より通行不能となる

▲上色見中原地区では住居内に濁流が流れ込み、
床上浸水などの深刻な被害

▲上色見中原地区では広範囲にわたって道路が崩壊した
（大村・前原線）
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大雨による災害等の発生状況と対応
７月12日（災害発生１日目）

災害対策本部（設置前までは町）の対応災害・避難等の状況

4：30 上色見・中原地区住民との連絡
5：00 上色見・中原地区現状確認（町長）
5：40 緊急出動要請（総務課長）
6：30 消防団長への要請
8：40 災害対策本部体制確認
8：55 避難勧告発令準備
11：00 避難所現状確認（高森温泉館受け入れ）
11：25 避難所移動決断（高森総合センターへ変更）
11：40 避難住民受入体制確認
13：00 自民党熊本県連前川幹事長へ

視察要請（町長より）
13：20 国（内閣府）へ視察要請（町長より）
14：00 中川防災大臣へ｢ヘリコプター｣での

視察要請
15：30 民主党本部へ視察要請（町長より）
16：00 行方不明者捜索開始

（８・９分団 28名体制）

0：30 大雨洪水警報発令
5：20 上色見・中原 上色見川が氾濫
5：45 土砂災害警戒情報発表
8：50 高森町災害対策本部設置
9：00 避難勧告発令
12：00 高森総合センターに避難中の興梠ヨビさん

（女・81歳・上色見1700）が、徒歩で
外出した後、行方不明（12：00頃）→
消防団（８・９分団）捜索出動（19：30
まで）

７月13日（災害発生２日目）

災害対策本部の対応災害・避難等の状況

9：30 内閣府（防災担当）政策統括官視察同行
11：00 内閣府より熊本県災害対策本部へ

自衛隊派遣要請
12：10 高森町より熊本県災害対策本部へ

自衛隊派遣要請
15：00 民主党より熊本県災害対策本部へ

｢高森町の『災害救助法』適用」の要請
15：10『災害救助法』適用不可の回答
16：40 民主党熊本支部より

｢高森町の『災害救助法』適用」を再度要請
16：50 再度『災害救助法』適用不可の回答
17：00 民主党樽床幹事長代行視察要請（町長より）
18：00 民主党樽床幹事長代行視察決定

9：30 内閣府（防災担当）政策統括官視察（高森町）
中川防災大臣視察

12：10 自衛隊出動
15：00 阿蘇広域消防合流
16：00 大雨警報発令

災害救助法とは…費用を100％国・県で負担
【救助種類】①避難所の設置 ②食品・飲料
水の提供 ③服・寝具など生活必需品の提供
④医療体制の編成 ⑤学用品の提供

【避難勧告対象】 洗川・大村・中原地区
（113世帯 332名）
避難所
高森総合センター

【行方不明者捜索体制】
自衛隊90名、警察10名、消防署６名、
地元消防団97名、計203名
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大雨による災害等の発生状況と対応

７月14日（災害発生３日目）

災害対策本部の対応災害・避難等の状況

10：00 熊本県警第2機動隊捜索合流
11：00 自民党熊本県連前川幹事長現状説明（町長

室）
11：30 自民党熊本県連前川幹事長視察同行
12：00 熊本県知事公室へ『災害救助法』適用要請
12：20 熊本県知事公室『災害救助法』適用準備開

始
13：00『災害救助法』適用

「緊急消防援助隊」合流決定通知
15：00 民主党樽床幹事長代行視察団同行

→「激甚災害指定」「交付税の前倒し」を要請
17：00 蒲島知事視察準備開始の旨連絡あり
18：00 蒲島知事視察決定
20：00 民主党熊本第3支部から民主党幹事長室に

「交付税の前倒し」を文書にて公式に要請

2：41 洪水警報発令
9：25 土砂災害警戒情報発表
10：00 警察・機動隊合流
11：30 自民党熊本県連

前川幹事長視察
13：00『災害救助法』適用
15：00 樽床幹事長代行視察

【行方不明者捜索体制】
自衛隊80名、警察17名、
消防署22名、地元消防団
52名、緊急援助隊48名、
計219名

７月15日～18日（災害発生４日目～７日目）

7月15日 8：30 行方不明者捜索（自衛隊・警察・消防・緊急援助隊）
10：45 自衛隊ヘリコプターでの捜索開始
16：00 蒲島知事視察団来町

7月16日 8：30 行方不明者捜索（14：00警察犬２頭派遣）
防災ヘリコプター・自衛隊ヘリコプター出動

7月17日 8：30 行方不明者捜索（自衛隊・警察・消防）
17：50 自衛隊災害派遣部隊撤収

7月18日 9：00 行方不明者捜索（警察・消防）

▲蒲島熊本県知事
に被災状況を説
明する草村町長
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７月20日（災害発生９日目）

13:00 野田総理大臣視察（阿蘇市）

「激甚災害」の前倒し指定を要望
野田総理大臣 …
「災害復旧事業で国の補助率を引き上げる激甚災
害に指定するための手続きを指示した」と述べま
した。
草村町長 …
「自助」と「共助」は頑張っている。残りは「公
助」の充実である。と強く要望しました。

▲（写真上）阿蘇地域を視察した野田
総理大臣

▼

（写真左）「激甚災害」の指定をスピー
ド感を持ってやると述べた野田総理
大臣

▼

（写真右）「公助の充実」を強く要望
した草村町長

こ
の
た
め
町
で
は
、
７
月

日
に
「
高

13

森
町
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
被
災

者
の
救
済
を
行
う
と
と
も
に
、
７
月

日
27

か
ら
は
「
高
森
町
災
害
復
旧
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、
今
後
の
災
害
復
旧
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
視
察
団
が
相
次

い
で
来
町
さ
れ
た
ほ
か
、
７
月

日
に
は

20

野
田
総
理
大
臣
が
阿
蘇
地
域
を
視
察
さ
れ

「
激
甚
災
害
」
の
指
定
を
し
早
急
な
災

害
復
旧
対
策
の
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す

（
７
月

日
、「
本
激
」
に
指
定
す
る
こ
と

31

を
閣
議
決
定
）。
今
後
も
緊
急
を
要
す
る

地
域
に
お
い
て
は
応
急
工
事
を
実
施
す
る

な
ど
全
力
を
注
ぎ
ま
す
の
で
、
町
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 災害復旧に

全力で
取り組みます
▼（写真左）７月15日現在の上色見・中原地
区のようす
（写真右）７月23日現在の倒木の撤去作業が
行われているようす

駒駒

大雨による災害等の発生状況と対応
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行方不明者捜索状況
〈行方不明者の情報〉
氏名：興梠 ヨビさん（女性 81歳）
住所：阿蘇郡高森町大字上色見1700番地
家族：本人・夫（興梠善眞さん） 二人家族
特徴：黒白ストラップ（上）・青のズボン（下）・

茶色のくつ・黒のバッグ・チューリップハット

〈行方不明になるまでの状況〉
７月12日（木） 10：50頃 高森総合センターに避難。

11：50頃 ご主人に「家に帰る」と言っ
て外出。

７月12日、高森町上色見に

お住まいの興梠ヨビさん（81

歳）が高森町役場から帰宅中に

行方不明となっています。お心

当たりのある方は、高森警察署

（℡62-0110）までご連絡を

お願いします。

のべ捜索人数 約１,１００名〈捜索の経過〉
捜索人数内 容時 刻月 日

28名

外出したまま帰って来ないとの連絡あり。職員数名で自宅周辺を捜索14：30
７月12日
（１日目）

消防団８分団へ要請15：30
消防団９分団へ要請17：00
８・９分団の捜索一旦打切り19：00

203名

消防団４・５・６・７・８・９分団捜索開始7：00
７月13日
（２日目）

自衛隊に出動要請し、その後捜索開始12：10
阿蘇広域消防が捜索活動に協力15：00
本日の捜索活動終了19：15

219名
新たに警察と機動隊が捜索に協力10：00７月14日

（３日目） 消防署（緊急消防援助隊と広域消防署が追加で捜索）13：30
本日の捜索活動終了（消防団はこれをもって終了）16：30

162名

本日の捜索開始9：00
７月15日
（４日目）

自衛隊ヘリでの捜索開始10：45
救助犬４頭の派遣があったが断念14：00
本日の捜索活動終了19：30

124名
本日の捜索開始（防災ヘリ・自衛隊ヘリ出動）8：30７月16日

（５日目） 警察犬２頭派遣で捜索開始（小倉原）14：00
本日の捜索活動終了17：00

90名捜索開始（白川河川捜索、立野まで）8：30７月17日
（６日目） 自衛隊要請解除17：50

73名

消防14名捜索開始9：00

７月18日
（７日目）

警察59名（機動隊42名）捜索開始9：20
大津署・熊本北署・南署・東署も捜索に協力
消防7名で捜索開始13：00
消防捜索終了16：00
警察捜索終了19：00

72名

警察66名で捜索開始8：30
７月19日
（８日目）

消防６名で捜索開始9：00
消防捜索終了16：00
警察捜索終了19：00

28名
警察25名捜索開始、消防３名捜索開始9：00７月20日

（９日目） 消防捜索終了16：00
警察捜索終了19：00

26名警察22名捜索開始、消防４名捜索開始9：00７月21日
（10日目） 警察・消防捜索終了17：00

26名警察22名捜索開始、消防４名捜索開始9：00７月22日
（11日目） 警察・消防捜索終了17：00

警察・消防通常業務での捜索となる。現在も捜索は継続中。日中７月23日
（12日目）
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ありがとうございます ～支援物資をいただいた方 （々敬称略）～
物 資 品 目氏名または店舗名日 時

バナナキリスト協会

７月12日

まんじゅう花しのぶベーカリー
パン・牛乳フレイン高森店
パン・牛乳アスカ
肉（７月12日・13日）ミートショップみやもと
炊き出し（７月12日・13日・15日）食生活改善推進員連絡協議会 津留 五月
タオル山村酒造７月13日
栄養ドリンク桐原 市博（薬局）

７月14日

トマト林 淳一
おにぎり及び食糧ローソン高森店
お茶宇藤 信幸
栄養ドリンク宇藤 康博
パン・牛乳フレイン高森店
米大塚商店
トマトＪＡ阿蘇
歯ブラシセットみもり歯科
味噌・醤油・たかな豊前屋
弁当アスカ
タオル・氷山村酒造
冷水茶（２箱）・こぶ茶・梅こぶ茶武田松香園
お茶森永 ふき子
栄養ドリンク割烹「瑞恵」横山（熊本市）７月15日 おにぎり及び食糧ローソン高森店
パン花しのぶベーカリー７月16日
タオル・水真宋大谷派熊本教務所７月17日 タオル・ビスケット住友生命阿蘇支部
エースパッチ山王㈱７月18日
ジュースコカコーラ

７月19日 見舞金金光教
水美里町
見舞金全国町村会

７月20日

水（５ケース）熊本県町村会
見舞金全国消防協会
カップメン（50ケース）・水（30ケース）フレイン本店
バナナ13㎏熊本利水工業
見舞金南阿蘇訪問介護事業組合
作業用マスク渡辺 伸一７月22日 作業用タオル渡辺 輝将
見舞金在熊高森会

７月24日 見舞金全国町村議会議長
見舞金熊本県町村議会議長
栄養ドリンク高森ライオンズクラブ
見舞金坂本 忠敏

７月25日 見舞金高森町社会福祉協議会
見舞金高森町建設業組合
見舞金㈲太陽印刷社
軍手８束日之出水道機器㈱

７月26日 見舞金松野尾 淳
見舞金福田 史恵
見舞金ショッピングセンターアスカしきみや及びしきみや従業員７月27日
見舞金藤井 和美

７月30日 見舞金長崎県島原市
見舞金株式会社肥後銀行ほか肥後銀行グループ会社７社
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆被被被被被被被被被被災災災災災災災災災災さささささささささされれれれれれれれれれたたたたたたたたたた方方方方方方方方方方◆被災された方へへへへへへへへへへへ（（（（（（（（（（復復復復復復復復復復旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口ののののののののののごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内（復旧支援窓口のご案内）））））））））））
【総合窓口】高森町役場総務課 ℡0967-62-1111（代表）

電話番号問合せ先・お手続き窓口必要な手続き・
活用できる支援制度被災後の状況

62-1111（内線114）高森町役場 総務課り災証明書
（被災した事実の公的証明）自宅が被災した

62-1111（内線133）高森町役場 住民福祉課

災害弔慰金世帯主等が死亡し
経済基盤を失った

災害障害見舞金負傷や病気による
障害が出た

被災者生活再建支援制度
生活援護資金

当面の生活資金や生活再
建の資金が必要となった

62-1111（内線165）高森町役場 税務課地方税の特別措置
税金等の支払いを
猶予してほしい

0967-22-0551阿蘇税務署国税の特別措置

62-1111（内線127）高森町役場 健康推進課

国民健康保険税の減免など

保険料等の支払いを
猶予してほしい

介護保険料の支払いの
猶予など

後期高齢者医療保険料の減免
及び猶予など

0570-05-1165ねんきんダイヤル国民年金保険料の免除など

0570-077-077NHKふれあいセンターNHK放送受信料の免除など

0967-22-8129

阿蘇地域振興局
農業普及･振興課
担い手育成支援班 高森、
松本農作物、園芸施設、

家畜共済など
農作物（ハウス含む）、
家畜が被害を受けた

62-1111（内線156）高森町役場 農林政策課

0967-62-9833JA阿蘇営農部南部地区

62-1111（内線144）高森町役場 建設課農地等災害復旧事業農地、農業用施設に
被害を受けた

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ボボボボボボボボボボラララララララララランンンンンンンンンンテテテテテテテテテティィィィィィィィィィアアアアアアアアアアにににににににににに参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加さささささささささされれれれれれれれれれたたたたたたたたたたいいいいいいいいいい方方方方方方方方方方ボランティアに参加されたい方へへへへへへへへへへへ（（（（（（（（（（被被被被被被被被被被災災災災災災災災災災者者者者者者者者者者支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口のののののののののの（被災者支援窓口のごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内））））））））））内）

0967-62-1111
（内線131）高森町役場 住民福祉課〈受付時間〉午前8時30分から午後4時まで

※ボランティア作業の有無についてご確認いただけます。



10 2012・8Takamori

このことにつきまして、町税等に減免他特例がありますのでお知らせいたします。
なお、適用等の詳細につきましては、各担当までお問い合わせ下さい。

記

① 町県民税
被災により住宅又は家財に生じた損害額（損害保険より補填されるべき額を除く。）がその住宅

又は家財の価格の3/10以上である場合、所得・損害の割合に応じて町県民税が減免又は免除さ
れます。

② 固定資産税（土地）
被災した土地（農地・宅地等）について、災害により利用できなくなった面積が全体の2/10
以上である場合、被災した面積の割合に応じてその土地にかかる固定資産税が減免又は免除され
ます。

③ 固定資産税（家屋）
被災した家屋について、損害の額が住宅の価格の2/10以上である場合、損害の割合に応じて

その家屋にかかる固定資産税が減免又は免除されます。

④ 国民健康保険税
被災により住宅又は家財に生じた損害額（損害保険より補填されるべき額を除く。）が、その住

宅又は家財の価格の3/10以上である場合、所得・損害の割合に応じて健康保険税が減免、保険
料の納期限の延長等を行っています。

⑤ 後期高齢保険料
後期高齢者医療制度においては、特別な事情がある被保険者に対し、一部負担金と保険料の減

免、保険料の納期限の延長等を行っています。

⑥ 介護保険料
被災により住宅又は家財に生じた損害額（損害保険より補填されるべき額を除く。）が、その住

宅又は家財の価格の3/10以上である場合、所得・損害の割合に応じて介護保険料の徴収が、一
定期間猶予されます。

（お知らせ）

災害による被災者に対する
町税等の減免について

【お問い合わせ先】 高森町役場 電話番号0967-62-1111（代）
・ 町県民税 税務課税務係 内線165・166
・ 固定資産税 税務課固定資産係 内線164
・ 国民健康保険税・後期高齢保険料 健康推進課国民健康保険係 内線127・128
・ 介護保険料 健康推進課介護保険係 内線126・128
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必 要 書 類減 免 の 内 容減 免 の 対 象

○災害減免申請書

○被災証明書
（市町村長又は所管官公署
長発行）

○保険金等の補てんがあった
場合はその補てん金額を証
する書類

○その他

★このほか、自動車税では、
次のものが必要です。

○被災自動車の写真

○抹消登録証明書（車検証）

○修理のときは、修理工場の
領収証等

○事業用資産に1/2以上の損害があり、被害を
受けた年の前年分の事業所得が1千万円以下
の場合
閣 一部又は全額免除

○住宅又は家財に1/2以上の損害があり、前年
分の合計所得金額が500万円以下の場合
閣 全額免除

○被害を受けた年の前
年の所得に係る個人
事業税

※24年に被害があった
場合は、23年分所得
に係る個人事業税（24
年度課税分）が対象

個
人
事
業
税

○不動産に1/2を超える被害があった場合で、
被害を受けた日から3年以内に代わりの不動
産を取得した場合
閣 代わりの不動産の税額から被害不動産の
被害部分に相当する税額を軽減

○不動産に1/2を超える被害があった場合で、
被害を受けた日が納期限以前の場合
閣 被害不動産の税額から、被害部分に相当
する税額を軽減

○被害を受けた不動産
の代替不動産の取得
に係る不動産取得税

○被害を受けた不動産
に係る不動産取得税
のうち被災時点で納
期限が到来していな
いもの

不
動
産
取
得
税

○自動車が使用不能の場合
閣 全額免除
○被害額が自動車の被災前の価額の1/2以上の
場合
閣 税額の1/2相当額を軽減
★自動車の被災前の価額が税額に満たないとき
の例外があります。

○被害を受けた自動車
に係る被災年度の自
動車税自

動
車
税

災害による県税減免等のご案内
災害により大きな被害を受けられた方には、税金を免除したり、申告、申請、納付等の期限を延ばしたりする制度があります。

◇県税の減免……被害の状況によっては、申請されますと次の県税が減額、または免除される場合
があります。

被害を受けた日又は賦課処分を知った日から2月以内に申請する必要があります。

個人県民税…お住まいの市町村で個人の市町村民税が減免された場合は、個人県民税も同じ割合で減免
されます。
（市町村によって、取扱が異なりますので、減免制度の有無や要件等、詳しいことは、お
住まいの市町村にお尋ねください。）

◇納期限の延長……期限までに、県税についての申告書等の提出や、県税を納めることができないとき
は、申請により、その理由のやんだ日から2月以内に限り、その期限が延長される場
合があります。

◇納税の猶予………被災により県税を納めることができないときは、申請により1年以内の期間で納税の
猶予を受けられる場合があります。

詳しいことは、最寄りの熊本県税事務所、地域振興局税務課または自動車税事務所（自動車税のみ）へ
お問い合わせください。

熊 本 県

※被害額は、保険金等で補てんされる額を除きます。

【詳しいお問い合わせ先】
熊本県税事務所096-352-4111 阿蘇地域振興局 税務課0967-22-4527
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■お問い合せ先 九州電力㈱大津営業所 TEL（0120）986-602

竹田市・阿蘇市・熊本市・阿蘇郡南阿蘇村・産山村及び
高森町または隣接市町村で電気をお使いのお客さまへ
竹田市・阿蘇市・熊本市・阿蘇郡南阿蘇村・産山村及び
高森町または隣接市町村で電気をお使いのお客さまへ

平成24年７月11日からの梅雨前線による大雨により被災され
たお客さまに、電気料金等の特別措置に関するお知らせです。

煙お申込みにより電気料金の支払期限を１か月延長します。

煙お申し込みいただいた場合、電気を全く使用されない場合は電気料金を

頂きません。

煙お申し込みいただいた場合、災害で電気設備がご使用できなくなった場

合は、ご使用できない設備の基本料金を頂きません。

煙お申し込みいただいた場合、家屋等の復旧のために電気をご使用される

場合の工事費を頂きません。

煙お申し込みいただいた場合、引込線、計量器などの取付位置を変更され

る場合の工事費を頂きません。

適用にはお申し込み及び被災されたことを確認できる書類が必要です。
詳しい内容については、下記の営業所までお問合せください。

電気料金のお支払いについて

被害のあった家屋等を修理される場合

電気をご使用されない場合



Publicinformation13

■業務内容 本町が昨年度実施しました家屋全棟調査の結果、未評価と判定されました
家屋について本業務の依託を受けた専門業者が一棟ずつ訪問・確認し評価
します。
なお、その際には、建築年度等の必要事項についてお問い合わせすること
がありますので、ご協力をお願いいたします。

※現地調査の際は、本調査員であることがすぐにわかるように紫色の「高森町」の腕章
を付け、固定資産評価補助員を証する身分証明書を常に携帯いたします。

本町では、今年度「未評価家屋評価業務」を実施します。

この業務は、町内のすべての未評価の家屋が評価・課税されることで、課税漏

れを是正し、税の公平性を図るために実施するものです。

■実施期間 平成24年８月～平成25年２月
■課税時期 本業務により評価しました家屋については、その分の固定資産税を平成

25年度分から課税いたします。

【本調査に関する問い合わせ先】
高森町役場税務課固定資産係 電話番号0967-62-1111（代） 内線164

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

町内全域町内全域でで未評価家屋未評価家屋のの
評価業務評価業務をを実施実施しましますす

町民の皆様へ
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高
千
穂
と
波
野
を
結
ぶ
路
線
、
新
し
く
開

通
し
た
野
尻
へ
の
道
を
左
折
す
る
。
眼
前
に

祖
母
の
山
々
が
顔
を
出
し
、
真
新
し
く
舗
装

さ
れ
た
道
路
を
走
る
。

片
山
よ
り
下
る
道
と
合
流
し
、
古
沢
翁
の

胸
像
を
望
み
か
つ
て
は
車
を
走
ら
せ
て
い
た

が
、
今
は
そ
の
先
を
右
折
す
る
。
昼
尚
暗
き

箇
所
を
過
ぎ
る
と
、
や
が
て
胡
桃
原
へ
と
至

る
。
二
軒
あ
る
だ
ろ
う
か
山
間
に
佇
む
家
の

前
へ
車
を
入
れ
る
。
以
前
に
此
処
出
身
の
レ

コ
ー
ド
歌
手
が
い
て
、
祭
り
か
何
か
に
出
演

さ
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
事
を
思

い
車
を
走
ら
せ
る
と
、
大
野
川
の
緩
や
か
な

流
れ
を
跨
ぎ
野
尻
川
上
神
社
が
見
え
て
き
ま

す
。こ

の
古
き
お
宮
の
宝
物
と
し
て
、
菊
池
千

本
槍
が
奉
納
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

菊
池
一
族
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
宝
物

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
此
処
に
あ
る
の
か
、

そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
一
族
が
こ
の
地
に
移

り
住
ん
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

菊
池
家
滅
亡
の
最
大
の
要
因
と
し
て
、
兄

弟
仲
の
悪
さ
よ
り
、
片
方
は
甲
斐
の
国
へ
逃

れ
ま
す
。
や
が
て
お
家
再
興
と
し
て
甲
斐
の

国
に
よ
り
帰
り
ま
す
が
、
は
た
せ
ず
菊
池
一

族
は
甲
斐
姓
を
名
乗
り
御
船
よ
り
草
部
・
野

尻
に
居
を
構
え
今
日
に
い
た
り
ま
す
。
こ
の

野
尻
川
上
神
社
に
残
る
槍
は
、
ま
さ
に
そ
れ

を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
り
、
菊
池
・
甲
斐
家

一
族
の
証
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

初
秋
の
頃
、
境
内
に
あ
る
樹
齢
三
百
余
年

だ
と
云
わ
れ
る
銀
杏
の
大
樹
の
下
で
、
秋
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
隣
県
大
分
よ
り
も
た

ら
さ
れ
た
、
古
式
ゆ
か
し
く
、
子
供
達
の
掛

け
声
に
よ
り
始
ま
り
、
大
人
ま
で
参
加
す
る

勇
壮
で
素
朴
な
獅
子
舞
が
舞
わ
れ
ま
す
。
そ

の
舞
は
獅
子
と
子
供
達
二
手
と
な
り
舞
わ
れ

ま
す
。
指
揮
者
の
拍
子
木
の
音
こ
そ
が
、
重

要
な
舞
を
決
定
し
ま
す
。
ど
こ
か
哀
愁
を
お

び
私
達
の
心
に
染
み
入
る
こ
の
獅
子
舞
は
、

多
く
の
人
達
で
近
年
ま
で
大
変
な
賑
わ
い
で

し
た
。
や
が
て
そ
の
獅
子
舞
は
太
鼓
を
鳴
ら

し
町
中
央
の
お
仮
屋
へ
と
移
動
し
ま
す
。

獅
子
舞
は
初
期
の
江
戸
時
代
、
中
国
福
建

よ
り
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
想
像
上
の

獅
子
が
舞
い
上
が
る
勇
壮
な
姿
を
テ
レ
ビ
等

で
見
ら
れ
た
事
で
し
ょ
う
。
し
か
し
此
処
で

い
う
獅
子
舞
の
獅
子
は
違
う
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
本
来
獅
子
は
百
獣
の
王
と
し
て
登
場

し
ま
す
が
、
農
耕
祭
事
に
ま
つ
わ
り
自
ら
の

祭
り
事
と
し
た
、
現
存
す
る
動
物
「
猪
」
追

い
の
祭
り
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

野
尻
川
上
神
社
に
は
、「
河
童
」
だ
と
信

じ
ら
れ
て
い
る
「
河
童
の
手
」
が
保
存
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
ま
だ
正
確
な
見
解
は
出
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
天
候
の
い
い
昼
下
が
り
、

神
社
の
前
を
流
れ
る
こ
の
川
に
「
河
童
」
の

遊
び
を
想
像
す
る
。
そ
れ
は
一
番
似
合
っ
て

い
る
風
景
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

野
尻
川
上
神
社
を
過
ぎ
、
津
留
に
入
り
ま

す
。旧

野
尻
小
学
校
の
跡
地
に
、
朋
遊
館
と
役

場
の
出
張
所
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
し
て
農

協
・
郵
便
局
と
か
つ
て
は
大
分
・
宮
崎
両
県

か
ら
の
お
客
様
で
も
賑
わ
っ
て
い
た
商
店
街

が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
津
留
」
の
地
名
は
「
鶴
」
と
同
意

に
使
わ
れ
ま
す
。
本
町
内
に
あ
る
も
う
一
つ

の
地
名
「
津
留
」
も
、
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
河
川
の
恩
恵
に
与
る
か
ら
来
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
災
害
と
深
い
関
係
に

あ
り
ま
す
。
川
が
急
カ
ー
ブ
し
氾
濫
し
や
す

い
場
所
に
は
「
鶴
」
の
付
く
地
名
が
多
く
、

私
の
自
宅
裏
手
は
「
し
た
ん
鶴
」
と
言
い
ま

す
。
色
見
川
が
大
き
く
蛇
行
し
河
川
工
事
が

終
わ
る
ま
で
は
何
度
と
な
く
氾
濫
し
ま
し
た
。

恩
恵
と
う
ら
は
ら
に
、
幾
度
と
な
く
繰
り

返
さ
れ
た
災
害
。
地
名
を
防
災
に
活
か
し
た

い
も
の
で
す
。
素
晴
ら
し
き
自
然
・
野
尻
。

そ
の
深
き
懐
に
入
り
ま
す
。

▲野尻川上神社
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測量隊の高森でのうごき

郷土史研究会会員

二子石 三喜男
（草部出身 熊本市在住）

（伊能図や日記等の資料2,345点は平成22年国宝に指定）
日向との国境野尻手永草ヶ部村岩神から馬場、高森、色見に至る３日間の測量の道筋と泊った宿などについて
は、忠敬が克明に書き残した日記に上記の様に記されている。これを読み下し補足すると、
◎1812年（文化９）６月21日（現在の太陽暦では７月29日）
晴れた朝六ッ後（午前７時頃）日向の河内村を出立。14町１間で肥後の国との国境に至る。これより肥後領の

測量を行い草部村岩神、永野原、社倉、馬場までを測量。昼食は永野原の庄屋甲斐宇兵衛宅で摂り、宿泊は本陣
に指定された徒士段後藤利平衛宅に忠敬が、隊員は真宗西本願寺派白竜山永秀寺に止宿。徳川幕府の行う測量で

か ち だん マ マ

あることから、細川の殿様も忠敬一行のご苦労を労ってこの日土産を届けており、さらに、数日後に測量を行う
阿蘇坂梨村庄屋河瀬熊七や内牧手永大庄屋内牧嘉八などが挨拶に来訪。また、肥後藩では1756年（宝暦６）二本
木に再春館を建て、領内10里四方に１名の割で医師を配置していたので、この夜地元野尻手永の医師三浦隆玄も
忠敬に挨拶に出向いている。この日の午前に自領の測量が終わった延岡藩では、内藤家の役人猪狩庄左衛門と忠
敬に付き添った医師河野友元、ご用聞き役の大野佐治右衛門、染屋仲二郎、鳥飼幸兵衛などが馬場まで見送りに
来ていることも記されている。晴天の夜には必ず行ってきた天体観測も実施。余談ながら、忠敬測量隊が高森に
来る66年前の1746年（延享３）に細川藩の絵師が描いた「御巡見衆通過沿道地図」（永青文庫資料）の岩神には、

えんきょう

高森に向かって街道の左側に番所、右側に高札場が描かれている。
（この日の肥後領内の測量距離…１里31町19間）

◎６月22日（７月30日）
好天の中六ッ後馬場を出立。休の元から川走川に下り巾12間（長さでは？）の土橋を渡り、菅尾手永早楢村

よこい の もと わさ なら

（現在の高森町草部と山都町高畑の間に架かる奥大阿蘇大橋下流右岸一帯にあった村名）の東竹原・西竹原・柳
の各村へと進み、この柳村の草はらに建てられた仮屋（組み立て式）で昼食。その後現在の新高森隧道付近から
長尾坂（？）を下り高森町中まで測量。忠敬は本陣の萬屋儀七宅に泊り、隊員は地役人の佐竹嚀助宅に分宿。忠
敬の宿には豊後森藩久留嶋伊代守内の直江雄八や大庄屋の倅諌山勝十郎、九州の幕府領を管轄する出先機関「西

い よの かみ せがれ

国筋郡代」の役人三河口太忠支配下の３つの村の庄屋なども来訪。地元高森手永医師古沢脩節も挨拶に出て服薬
７貼を贈り、秋山侍仲医師も同席している。この夜も天体観測を行う。

（この日の測量距離…２里24町24間）
◎６月23日（７月31日）
この日も好天。六ッ後高森町を出立。熊本への街道三ッ辻より測量を開始、村山村から色見村まで測量。夜は
上色見村字前野原（前原）地 士 荒牧改助宅と一領一疋後藤尉左衛門宅に止宿。翌日の昼頃から測量隊を受け入

じ ざむらい いちりょういっ ぴき

れる内牧手永の大庄屋内牧嘉八は再び来訪している。この日も天体観測を実施。
（この日の測量距離…１里35町30間）

翌24日も晴天。六ッ後前野原を出立、肥の尾峠を越えて坂梨村へ測量隊は進む。
（前野原から肥の尾峠までの測量距離は日記に記載なし）

第４回

次号につづく

測量出発前に必ず参拝した富岡八幡宮
境内に建立されている伊能忠敬の銅像

（国宝）「伊能忠敬測量日記」の高森測量に関する頁
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▼南阿蘇鉄道の沿線自治体関係者などが参加しました

６月22日、高森総合センターで「DMV（デュアル・
モード・ビークル）の開発と実用化に向けた取り組み」
と題して、今村紳彌所長（JR北海道）が講演を行い
ました。講演のあとには、総会が行われました。今後
もJR北海道での実証実験を見ながら、導入に向けて
の取組みを行っていきます。

南阿蘇地域DMV導入期成会
DMV導入に向けての研修会を実施

５月25日、熊本県食生活改善推進員連絡協議会か
ら津留五月さん（高森・横町）へ感謝状が贈呈されま
した。これは、津留さんが25年以上にわたり食生活
改善推進員として優れた識見と熱意を持って食生活の
改善と健康づくりに寄与してきた功績に対して贈られ
たものです。おめでとうございます。

熊本県食生活改善推進員連絡協議会
津留五月さんへ感謝状を贈呈

▲感謝状を贈呈された津留五月さん

▼短冊にひとりひとりの願いごとを書いて飾りつけた後、観光交流センターへみんなで運び飾り付けられました

６月22日、高森保育園でおじいちゃん、おばあちゃんを招いての「七夕飾りづくり」が行われました。年長園
児たちは、おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に作った飾りや、思い思いの願いごとを書いた短冊などを笹に飾
り付けました。できあがった七夕飾りは観光交流センターに飾られました。

高森保育園「七夕飾りづくり」
おじいちゃん、おばあちゃんと楽しい交流
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▼ＫＫウイングで七夕まつりのPRを行う職員

７月１日、 ＫＫウイング（熊本市）で「ロアッソ熊
本ＶＳジェフユナイテッド千葉戦」が開催されました。
会場には、高森町から持ち込んだ竹を設置、観戦客に
は、短冊に願い事を書いて笹に飾り付けてもらうなど、
七夕まつりのＰＲ活動を行いました。試合は、後半
40分にロアッソ熊本が１点先取し、ロアッソ熊本の
快勝。白熱したとてもよい試合となりました。

高森湧水トンネル七夕まつり
ロアッソ熊本ホームゲームで町をPR

６月23日、高森中央小学校３年生の児童たちが田
楽したいけんと題し「田楽づくり」を体験しました。
これは、「食育」と「地産地消」を身を持って体験する
ことを目的に、高森田楽村さんの協力のもと開催され
たものです。みそづくりのあと、高森田楽村へ移動し
て自分たちで作った田楽みそに舌鼓をうち、児童たち
は大喜びの様子でした。

高森中央小学校３年生
まるごと高森 田楽したいけん

▲保護者と一緒に田楽みそをつくる児童たち

▼多くの観光客が訪れ、短冊に願い事をしたためていました

７月５日から８日まで「第17回高森湧水トンネル七夕まつり」が高森湧水トンネル公園で開催されました。４
日間で約10,000人が来場。巨大な七夕飾り62基や「ヤマメのつかみ取り大会」なども行われ訪れた人たちを魅了
しました。訪れた観光客は短冊に思い思いの願い事をしたためていました。

第17回高森湧水トンネル七夕まつり
気温17℃の別世界に多くの観光客が訪れる
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▼受章された宮内威眞一さん

宮内威眞一さんが、全国少年警察ボランティア協会
から「少年補導栄誉銅章」を受章されました。これは、
宮内さんが28年間にわたり少年の非行防止に尽力し、
少年の健全育成に貢献したことが認められ表彰された
ものです。おめでとうございます。

少年補導栄誉銅章
宮内威眞一さん（高森・横町）が受章

７月は「社会を明るくする運動強調月間」。その一環
として、本町では７月２日に役場や学校を訪れ、啓発
キャンペーンを行いました。安全・安心な社会を築く
には、犯罪や非行から立ち直ろうとする人たちの意欲
を認め、地域社会の中に受け入れ、見守り、支えてい
くことが不可欠です。

社会を明るくする運動
防ごう犯罪と非行 助けよう立ち直り

▲キャラバン隊は明るい社会づくりを呼びかけました

▼写真左は役場での職場体験のようす、写真右の２枚は農家での農業体験のようす

７月17日～19日の３日間、高森中学校の生徒たち体験学習を行いました。１年生が農業体験、２年生が職場
体験、３年生が福祉体験を実施しました。これは、さまざまな体験をし、生徒たちに「生きる力」を培ってもら
うことを目的としています。山室さん宅で受け入れた四人の生徒たちは、キャベツの収穫、牛の肥だし、牛の去
勢などの体験をしました。「毎日大変な仕事をしている農家さんは大変だなー」と話していました。

高森中学校
農業体験（１年生）、職場体験（２年生）、福祉体験（３年生）
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高SPOからの
お知らせ

高ＳＰＯでは、今秋にウォーキング大会の開催を予定しています。

日程は10月８日（月）の体育の日に開催します。

詳細（料金・コース等）については、今後決定次第お知らせします。

最初に紹介する教室は、ノルディックウォーキング教室です！

観光交流センター外周を中心に、ノルディックポールを使ってウォーキングをします。高森

町内も歩き回るので、無理なくほどよい汗をかくことができます。

次回は、湧水トンネルに行くことを計画しています。

ノルディックポールを利用することにより、上半身にも負荷がかかり、

通常のウォーキングより多くのカロリーを消費することができます。

ノルディックウォーキング教室は、月２回を予定しています。

参加したい方は、お気軽にお問い合わせ下さい。

開催日などについては、高ＳＰＯ事務局まで

ご連絡をお願いします。

※ポールは当日貸し出しを行っています。

■お問い合わせ先 高ＳＰＯ事務局 TEL62−2991

☆ イベント開催情報 ☆

☆ 教室紹介 ☆
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第第66回阿蘇郡市民体育大会の結第66回阿蘇郡市民体育大会の結果果

６月８日、第66回阿蘇郡市民体育大会が、阿蘇郡市一円で行われました。本町からもたくさん
の選手が出場しました。各会場では、熊本県民体育祭の出場権を目指して、熱い戦いが繰り広げら
れました。
成績は、ソフトボール男子、剣道（個人）で優勝するなど、すばらしい成績でした。県民体育祭

での活躍が期待されます。高森町関係の競技結果は次のとおりです。

６月下旬から７月上旬にかけて阿蘇郡市内の各会場で繰り広げられた「阿蘇郡市中体連大会」。高
森中学校と高森東中学校からたくさんの選手が出場し、好成績をおさめました。

◆軟式野球
【団体男子】 ３位
◆サッカー
【団体男子】 ３位
◆剣 道
【団体男子】 優 勝
【個人１年男子】 優 勝／杉田龍太郎くん
【個人２年男子】 優 勝／梶谷 彪雅くん

準優勝／水野 義仁くん
３ 位／荒木 優陽くん

【個人代表男子】 優 勝／興梠 太一くん
準優勝／倉田 僚くん
３ 位／河村晋之介くん

◆柔 道
【団体女子】 準優勝
【個人男子66㎏級】 ３位／下田 和史くん
【個人男子73㎏級】 ３位／山室 航くん

【個人男子90㎏級】 ３位／桐原 航太くん
【個人女子44㎏級】 優勝／三森 沙恵さん
【個人女子63㎏級】 優勝／荒牧 美咲さん
◆ソフトボール
【団体女子】 準優勝
◆バドミントン
【団体女子】 準優勝
【女子ダブルス】 優勝／堀田沙弥佳さん

川﨑亜里紗さん

◆バドミントン
【団体男子】 優 勝
【男子シングルス】 ２位／下田 佑一くん
【男子ダブルス】 優 勝／本田芙三弥くん

西田 匠吾くん
準優勝／馬場 航希くん

下田 孝則くん

高森中学校

高森東中学校

・ソフトボール男子 ・剣道（個人）木村允哉

阿阿蘇郡市中体連大会の結阿蘇郡市中体連大会の結果果

˒優 勝 ˒第３位

・ソフトテニス
・バスケットボール女子
・柔道（団体）
・柔道（個人）三井大徳
・柔道（個人）材満 聡
・クレー射撃（団体）
・ゲートボール男子
・グラウンドゴルフ団体男子

˒準優勝

・ソフトボール女子
・バスケットボール男子
・剣道（団体）
・剣道（個人）松本泰紀
・柔道（個人）古澤太智

・バドミントン男子
・バドミントン女子
・ゲートボール女子
・弓道（団体）
・サッカー（団体）
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６月21日（木） 高森町観光協会総会（休暇村南阿蘇）
６月22日（金） 老人クラブ連合会ゲートボール大会、南阿蘇鉄道総会
６月24日（日） 第32回はなしのぶコンサート（町民体育館）
６月25日（月） 農業振興監査
６月26日（火） 熊本県野菜振興協議会理事会、熊本県野菜振興協会通常総会（熊本市）
６月27日（水） 農協通常総代会（阿蘇市）、阿蘇広域正副管理者会議（阿蘇市）
６月27日（水）～７月４日（水） 平成24年第２回高森町議会定例会
６月28日（木）「ふるさと・農地未来づくり運動」設立会、阿蘇地域農業振興協議会総会
７月 ２日（月） 社会を明るくする運動キャンペーン
７月 ５日（木） 阿蘇広域行政事務組合臨時会（阿蘇市）
７月 ８日（日） 阿蘇郡市民体育祭（高森町・南阿蘇村各会場）
７月 ９日（月） 青山製作所熊本工場 工場見学、阿蘇地域主要事業説明会（阿蘇市）
７月10日（火） 高森町文化協会総会
７月11日（水） ビジターセンター運営協議会（休暇村南阿蘇）、政策説明会（冬野・森）
７月12日（木）～ 高森町災害対策本部（７月27日をもって、「高森町災害復旧対策本部」に

切り替え）
７月19日（木） 美里町から災害見舞い（議長、副議長、町長、副町長、教育長他約10名来町）

予算は１年間で２４万円です。（交際費の内の弔費分です。）
現在の残りの額は１８万６,０００円です。

お悔やみ
（平成24年度 ６月16日～７月13日）

備 考主な内容分 類金 額

香典代弔 費12,000円

（６月21日～７月19日）

●69回の公務・会議への参加の一部です。
●他、42回の準公務・政治活動への参加を行いました。

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

交際費の予算は１年間で１００万円です。
現在の残りの額は８７万１,０００円です。

町長交際費
（平成24年度 ６月17日～７月９日）

備 考主な内容分 類金 額日 時

韓国南海郡フェアーツーリズム国際大会お土産土産代6,000円６月17日

阿蘇の四季阿蘇地域主要事業説明会懇談会会 費5,000円７月９日
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ま
し
ょ
う
。

◎
地
震
が
発
生
し
た
ら

～
地
震
か
ら
身
を
守
る

ど
ん
な
に
日
ご
ろ
冷
静
で
も
、
非
常
時
に
は
動
揺
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
基
本
行
動
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

○
ま
ず
我
が
身
の
安
全
確
保
、
頭
を
保
護
し
、
大
き
な
家
具
か
ら
離
れ
る
。

○
そ
の
場
で
消
火
で
き
る
場
合
は
火
の
始
末
、
火
元
か
ら
離
れ
て
い
る
場
合

は
無
理
し
て
消
火
し
な
い
。

○
戸
を
開
け
て
出
口
の
確
保
を
。

○
あ
わ
て
て
戸
外
へ
飛
び
出
さ
な
い
。

○
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最
小
限
に
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
や
自
動
販
売
機
の
転
倒
に
注
意
を
。

○
狭
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
、
川
べ
り
に
近
づ
か
な
い
。

○
山
崩
れ
、
崖
崩
れ
、
津
波
に
注
意
を
。

○
ビ
ル
か
ら
の
壁
、
看
板
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下
に
備
え
、
ビ
ル
か
ら
離

れ
る
。

○
車
の
運
転
中
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
を
避
け
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン

プ
を
点
灯
し
安
全
な
方
法
で
道
路
の
左
側
に
停
止
す
る
。

○
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
を
。

○
正
し
い
時
報
を
手
に
入
れ
る
。

た
だ
し
、
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
状
況
に
応
じ
て
行
動
し
、
絶
対
に
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま

ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
財
産
を
相
続
や
遺
贈
（
遺
言
に
よ
っ

て
財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
も
ら
っ
た
場
合
に
は
、
相

続
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
及
び

相
続
時
精
算
課
税
の
適
用
を
受
け
て
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た

財
産
の
価
額
の
合
計
額
か
ら
債
務
や
葬
式
費
用
の
金
額
を
控

除
し
、
相
続
開
始
前
３
年
以
内
の
暦
年
課
税
に
係
る
贈
与
財

産
の
価
額
を
加
算
し
た
「
正
味
の
遺
産
額
」
が
基
礎
控
除
額

を
超
え
る
場
合
、
そ
の
財
産
を
取
得
し
た
人
は
、
相
続
税
の

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
及
び
納
期
限
は
、
被

相
続
人
の
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

か
月

10

以
内
で
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(http://w
w
w
.nta.go.jp)

ま
た
、
相
続
税
に
つ

い
て
お
分
か
り
に
な
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

災
害
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か

～
地
震
対
策
～

熱
中
症
を
防
ご
う

財
産
を
相
続
し
た
と
き

水分をとる

運動前に250～500ml。こまめに水
分補給を。スポーツ飲料がベスト！

弱者を守る

暑い環境に乳幼児
や高齢者を車内に
放置しない！

服装にも注意

通気製、吸湿性があり白系の
服がお勧め。帽子もかぶろう。

運動は短時間で！

猛暑日は運動は
控えましょう。

体調管理を
しっかりする

気分が悪い、調子がおか
しいときは早めに涼しい
ところで休もう！
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虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
心
身
の
健
康
的
な
成
長
を
妨
げ
ら
れ

ぎ
ゃ
く
た
い

う

こ

し
ん
し
ん

け
ん
こ
う
て
き

せ
い
ち
ょ
う

さ
ま
た

た
り
、
対
人
関
係
で
困
難
を
抱
え
た
り
と
将
来
に
わ
た
っ
て
深
刻
な
影

た
い
じ
ん
か
ん
け
い

こ
ん
な
ん

か
か

し
ょ
う
ら
い

し
ん
こ
く

え
い

響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

き
ょ
う

う

○
主
な
児
童
虐
待
の
種
類

お
も

じ

ど
う
ぎ
ゃ
く
た
い

し
ゅ
る
い

・
身
体
的

し
ん
た
い
て
き

虐
待

ぎ
ゃ
く
た
い

な
ぐ
る
、
け
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る
、
異
物
を
飲
ま

い

ぶ
つ

の

せ
る
、
戸
外
に
締
め

こ

が
い

し

出
す
な
ど
。

だ

・
ネ
グ
レ
ク
ト（
保
護
者
の
怠
慢
あ
る
い
は
拒
否
）

ほ

ご

し
ゃ

た
い
ま
ん

き
ょ

ひ

家
に
閉
じ
込
め
る
、

い
え

と

こ

病
気
や
け
が
を
し
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
適
切
な
食
事

び
ょ
う

き

び
ょ
う
い
ん

つ

い

て
き
せ
つ

し
ょ
く

じ

を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、
自
動
車
内
や
家
に
置

あ
た

ふ

け
つ

じ

ど
う
し
ゃ
な
い

い
え

お

き
去
り
に
す
る
、

ざ

同
居
人
に
よ
る
虐
待

ど
う
き
ょ
に
ん

ぎ
ゃ
く
た
い

や
保
護
者
に
よ
る
ネ
グ
レ
ク

ほ

ご

し
ゃ

ト
な
ど
。

・
性
的
虐
待

せ
い
て
き
ぎ
ゃ
く
た
い

子
ど
も
へ
の
性
交
、
性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や

こ

せ
い
こ
う

せ
い
て
き
こ
う

い

き
ょ
う
よ
う

せ
い

き

性せ
い

交こ
う

を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
に
子
ど
も
を
強
要
す

み

ひ

し
ゃ
た
い

こ

き
ょ
う
よ
う

る
な
ど
。

・
心
理
的

し
ん

り

て
き

虐
待

ぎ
ゃ
く
た
い

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
脅
迫
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い

こ
と

ば

お
ど

き
ょ
う
は
く

む

し

間
の
差
別
的
な
扱
い
、

か
ん

さ

べ
つ
て
き

あ
つ
か

児
童

じ

ど
う

の
目
の
前
で
行
わ
れ
る

め

ま
え

お
こ
な

家
庭

か

て
い

内
暴
力

な
い
ぼ
う
り
ょ
く

（
児
童

じ

ど
う

へ
の
被
害
が
間
接
的
な
も
の
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
る
）
な
ど
。

ひ

が
い

か
ん
せ
つ
て
き

ふ
く

国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年の間に国民年金
保険料を納めていただくことで満額の老齢基礎年金を受給することができま
す。
しかしながら、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得など
の届出忘れにより国民年金の資格期間がない場合には、将来の年金受給額が少なくなったり、年金その
ものが受給できなくなってしまうこと（保険料納付や免除等の合計が25年（300月）未満の場合）が
あります。
このような事態を避けるために、昨年、法律が改正され、平成24年10月１日から、国民年金保険
料の納めることができる期間が過去２年から10年に延長となる後納制度が始まります。
具体的には、平成14年10月分以降の納められなかった保険料を納めることができるようになりま
す。（注）
ただし、既に老齢基礎年金の受給権をお持ちの方は、納めることができませんので、ご注意願います。
なお、後納保険料を納付するためには事前にお申し込みいだたき審査させていただくことになります。
審査の結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。
詳しくは、下記「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所へお問い合わせ下さい。
注：後納保険料を納付できる期間は、平成24年10月１日から平成27年９月30日までの３年間です。

国民年金保険料専用ダイヤル ０５７０－０１１－０５０
月～金曜日 午前８：30～午後５：15（ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後７：00まで延長）
第２土曜日 午前９：30～午後４：00（祝日、12月29日～１月３日はご利用いただけません。）

住
民
福
祉
課

人
権
同
和
啓
発
係

じ
ゅ
う
み
ん
ふ
く

し

か

じ
ん
け
ん
ど
う

わ

け
い
は
つ
か
か
り

子
ど
も
の
虐

こ

ぎ
ゃ
く

待
②

た
い

児
童
虐
待
は
子
ど
も
へ
の
人
権
侵
害
で
す

じ

ど
う
ぎ
ゃ
く
た
い

こ

じ
ん
け
ん
し
ん
が
い

■お問い合わせ先 住民福祉課福祉係 ℡６２−１１１１（内線１３３）

国民年金だより

受付
時間

後後後後後後後後後後納納納納納納納納納納制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度（（（（（（（（（（国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料後納制度（国民年金保険料ののののののののののの
納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期限限限限限限限限限限のののののののののの延延延延延延延延延延長長長長長長長長長長））））））））））がががががががががが始始始始始始始始始始ままままままままままりりりりりりりりりりまままままままままま納期限の延長）が始まりますすすすすすすすすすす
後納制度（国民年金保険料後納制度（国民年金保険料のの
納期限の延長）が始まりま納期限の延長）が始まりますす
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パ
ス
ポ
ー
ト
は
海
外
で
の
身
分
証
明
書
で
す
。
海

外
旅
行
で
は
必
ず
所
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
窓
口
は
、
住
民
登
録
の
あ

る
市
町
村
で
す
。

県
庁
旅
券
窓
口
で
は
、
原
則
で
き
ま
せ
ん
。
パ
ス

ポ
ー
ト
は
申
請
か
ら
受
取
り
ま
で
、
約
２
週
間
か
か

り
ま
す
。
必
要
書
類
等
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
市
町
村
の
旅
券
窓
口
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

・
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
で
検
索

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
国
際
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
１
６
０

住
民
福
祉
課
住
民
係
（
内
線
１
３
４
）

県
で
は
、
県
民
、
事
業
者
の
皆
様
が
、
電
力
需
給

が
厳
し
く
な
る
こ
の
夏
に
実
践
し
て
い
る
、
又
は
考

え
て
い
る
「
夏
の
節
電
・
省
エ
ネ
」
に
関
す
る
知
恵

や
工
夫
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

節
電
の
夏
を
「
楽
し
く
、
賢
く
、
か
っ
こ
よ
く
」

乗
り
切
る
た
め
に
、
熊
本
県
民
な
ら
で
は
の
「
も
っ

こ
す
」
＆
「
わ
さ
も
ん
」
精
神
を
活
か
し
、
節
電
・

省
エ
ネ
し
な
が
ら
快
適
で
健
康
に
夏
を
過
ご
す
た
め

の
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
い
た
だ
い
た
知
恵
、
工
夫
の
う
ち
多
く
の
方

の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
掲

載
さ
れ
た
方
の
う
ち
先
着
１
０
０
名
様
に
ク
ー
ル
マ

フ
ラ
ー
等
く
ま
モ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

平
成

年
９
月
７
日
ま
で

24

○
応
募
い
た
だ
け
る
方

熊
本
県
在
住
の
方
、
熊
本

県
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
お
持
ち
の
事
業
者
様

○
応
募
方
法

必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
宛
先
に

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
郵
送
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

○
必
要
事
項

①
お
名
前
又
は
事
業
所
名

②
ご
住

所
（
ご
住
所
は
グ
ッ
ズ
の
郵
送
の
た
め
に
記
入
い

た
だ
く
も
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
市
町
村
名

以
外
は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。）
③
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
お
名
前
の
掲
載
の
可
否
（
不
可
の
場

合
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）
④
「
夏
の
節
電
・
省
エ
ネ
」
に
関
す
る
知

恵
や
工
夫
の
内
容
（
掲
載
の
都
合
上
、
簡
潔
に
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
。）

○
送
り
先

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kankyourikken@
pref.kum

am
oto.lg.jp

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

-
-

０
９
６
３
８
３
０
３
１
４

■
お
申
込
み
先

〒
８
６
２-

８
５
７
０
（
県
庁
専
用
で
あ
り
、
住

所
の
記
載
は
省
略
で
き
ま
す
。）

熊
本
県

環
境
立
県
推
進
課

夏
の
節
電
・
省
エ

ネ
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集
係

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は
お
早
め
に

「
夏
の
節
電
・
省
エ
ネ
」
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

町県民税第２期の納期限は８月31日（金）です。／高森町役場 税務課
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○
当
番
実
施
期
間

平
成

年
３
月

日
ま
で

25

31

○
診
療
医
療
機
関

阿
蘇
中
央
病
院
（
阿
蘇
市
黒
川

℡
０
９
６
７-

-

３
４
０
３
１
１
）
毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
～

午
後
９
時

阿
蘇
立
野
病
院
（
南
阿
蘇
村
立
野

℡
０
９
６
７-

-

６
８
０
１
１
１
）
毎
週
月
曜
日
、
第
１
・
第
２

金
曜
日

午
後
７
時
～
午
後
９
時

■
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
郡
市
医
師
会

-
-

℡
０
９
６
７
３
４
０
７
１
６

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
地
形
や
地
質
か
ら
、
大
地
の
成

り
立
ち
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
大
き
な
公
園
で
す
。

阿
蘇
地
域
は
火
山
活
動
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
巨
大
な

カ
ル
デ
ラ
に
代
表
さ
れ
る
地
形
・
地
質
の
名
所
で
す
。

ま
た
、
豊
か
な
草
原
や
水
の
恵
み
な
ど
、
阿
蘇
で
は

火
山
と
と
も
に
人
々
が
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
高
森

町
を
含
む
阿
蘇
地
域
８
市
町
村
全
域
は
、
阿
蘇
火
山

の
つ
く
り
出
し
た
地
形
・
地
質
遺
産
と
火
山
と
と
も

に
生
き
る
文
化
を
大
地
の
公
園「
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
し
て
、
２
０
０
９
年
か
ら
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
阿
蘇
地
域
は
、
ユ
ネ
ス

コ
が
支
援
す
る
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
現
在
日
本
で
５
地
域
）」の
加
盟
認
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
夏
８
月

日
（
火
）

21

～

日
（
水
）
に
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か

22
ら
審
査
員
が
現
地
入
り
し
、
阿
蘇
地
域
に
お
け
る
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
候
補
地
と
し
て
資
格
が
あ
る
か
ど
う

か
現
地
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
、

地
域
の
皆
様
方
が
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
知
る
良
い

機
会
で
す
。「
ジ
オ
パ
ー
ク
め
ぐ
り
」
を
ぜ
ひ
活
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

-
-

℡
０
９
６
７
３
４
２
０
８
９

阿
蘇
郡
市
医
師
会

夜
間
救
急
当
番
が
始
ま
り
ま
し
た

阿
蘇
を
「
世
界
」
へ
！

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

加
盟
認
定
に
向
け
た
取
組
が
進
行
中
で
す

６月は「命を大切に」する月間として、町
内各小学校で学校公開などが行われました。
高森保育園では、６月16日に「心の壁をこ
えて」と題して、むたゆうじさんの講演会を
開催。講演では、たくさんの歌を歌ったり、
楽しいお話をしていただきました。参加した
園児、保護者はたくさんの元気をもらいとて
も喜んでいました。

家庭教育講演会
「心の壁をこえて」

６月23日、高森中央小学校体育館で交通
安全子ども自転車大会が開催されました。阿
蘇南部地区の小学校児童を対象に開催されて
おり、今年で39回目。高森中央小学校・久
木野小学校・白水小学校から１チーム５名の
合計５チームが出場し筆記と実技で優勝を競
い、高森中央小学校Ａチームが団体３位の好
成績を収めました。

交通安全子ども自転車阿蘇南部地区大会
高森中央小学校チームが

団体競技で見事３位
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最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
も
み
な
さ
ん
の
家
族
で
す
。
近
隣

や
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
愛
情
と

責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
放
し
飼
い
に
せ
ず
、

リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
を
つ
な
い
で
お
く
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
家
の
庭
や

敷
地
内
（
お
り
又
は
囲
い
等
の
障
壁
の
中
で
の

飼
育
以
外
）
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
放
し
飼
い
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
放
し
飼
い
は
人
に

迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
て
下
さ
い
。

・
放
し
飼
い
の
犬
が
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
と
、

保
健
所
・
役
場
で
保
護
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

役
場
で
も
年
間
数
十
頭
の
飼
い
犬
ら
し
き
犬
を

保
護
し
て
お
り
ま
す
が
、
鑑
札
を
付
け
て
い
な

い
た
め
に
飼
い
主
が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
さ
れ
た

犬
は
保
健
所
に
引
き
取
ら
れ
、
飼
い
主
が
わ
か

ら
な
い
場
合
は
お
よ
そ
一
週
間
で
処
分
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

○
散
歩
の
際
は
、

フ
ン
の
始
末
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
中
も
犬
の
オ
シ
ッ
コ
や
フ
ン
に
は
十
分
な

配
慮
を
し
、
周
囲
へ
の
気
配
り
と
正
し
い
し
つ

け
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。（
犬
が
好
き
な
人
ば
か

り
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。）

○
飼
い
主
の
い
な
い
犬
は
、
様
々
な
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
の
犬
が
集
ま
っ
て
き
た
り
、

子
犬
が
産
ま
れ
て
ま
す
ま
す
被
害
、
迷
惑
も
大
き

く
な
り
ま
す
。
飼
う
な
ら
避
妊
・
去
勢
を
行
う
な

ど
責
任
と
愛
情
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
政
策
課

農
林
振
興
係
（
内
線
１
５
５
）

現
在
、
県
下
の
河
川
に
お
い
て
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス

ウ
イ
ル
ス
病
の
コ
イ
へ
の
感
染
が
依
然
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、
コ
イ
特

有
の
病
気
で
あ
り
、
死
亡
率
が
非
常
に
高
く
、
感
染

力
も
強
い
病
気
で
す
。
発
病
す
る
と
コ
イ
に
は
目

立
っ
た
外
部
症
状
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
行
動
が
緩

慢
と
な
っ
た
り
、
餌
を
食
べ
な
く
な
る
と
い
っ
た
症

状
が
現
れ
ま
す
。
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、

感
染
し
た
コ
イ
と
の
接
触
や
水
を
通
じ
て
他
の
コ
イ

に
感
染
し
ま
す
が
、
コ
イ
以
外
の
魚
や
人
へ
の
感
染

は
な
く
、
感
染
し
た
コ
イ
を
食
べ
て
も
人
体
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
熊
本
県
内
水
面

漁
場
管
理
委
員
会
指
示
に
よ
り
、
県
内
の
河
川
や
湖

沼
等
で
採
捕
し
た
コ
イ
を
他
の
河
川
や
湖
沼
等
に
放

流
す
る
こ
と
を
禁
止
（
指
示
）
し
ま
し
た
の
で
、
採

捕
さ
れ
た
コ
イ
の
取
扱
い
に
は
十
分
御
注
意
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
政
策
課
（
内
線
１
５
５
・
１
５
６
）

飼
い
犬
の
飼
育
に
お
け
る

マ
ナ
ー
に
つ
い
て

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

国民健康保険税第４期の納期限は８月31日（金）です。／高森町役場 健康推進課
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今
年
の
夏
は
、
電
力
供
給
不
足
に
備
え
た
節
電
対

策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
は
、
対
処
が
遅
れ
る
と
命

を
失
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
予
防
法
と
応

急
処
置
を
知
り
、
熱
中
症
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
熱
中
症
と
は

私
た
ち
の
体
に
は
、
暑
く
な
る
と

血
管
を
広
げ
た
り
、
汗
を
か
い
た
り
し
て
体
温
を

下
げ
よ
う
と
す
る
調
節
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
と
、
体

内
に
熱
が
こ
も
り
、
や
が
て
め
ま
い
や
不
快
感
な

ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
そ
の
状
態
が「
熱
中
症
」

で
す
。

○
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
屋
外
で
は
帽
子
や
日
傘
を
用
い
た
り
、
日
陰
を

選
ん
だ
り
し
て
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
喉
が
渇
く
前
に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
運
動
時
は
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
夜
は
睡
眠
を
十
分
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は

・
風
通
し
が
良
く
涼
し
い
場
所
で
休
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

・
吐
き
気
が
な
け
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
で
水

分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

・
体
温
が
高
い
時
は
、
濡
れ
タ
オ
ル
を
当
て
た
り
、

う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
な
ど
し
て
身
体
を
冷
や
し
ま

し
ょ
う
。

・
以
上
の
処
置
で
改
善
し
な
い
時
は
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
熱
中
症
か
ら
身
を
守
り

ま
し
ょ
う
！
」

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/soshiki/

3
1
/netyuusyou.htm

l

環
境
省

熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト

http://w
w
w
.nies.go.jp/health/

H
eatS

troke/

熱
中
症
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

高森町では、武力攻撃や地震・噴火などの
災害時に、人工衛星から送られてくる国の緊
急情報を防災行政無線を通じて瞬時に情報伝
達するシステム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）を設置し
ています。今回の試験は、高森町以外の地域
でも全国的に様々な情報伝達手段で実施され
ますが、高森町では自動起動装置を利用した
自動放送を実施しますので、町民皆様のご理
解をお願いいたします。

全国瞬時警報システム
（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）
全国一斉自動放送試験の

実施について

７月５日、東京食肉市場で「あか毛和牛認
定農場枝肉共励会」が開催されました。これ
は、あか牛和牛の普及拡大による地位向上と
生産農場の経営安定化を目的として開催され
たもので、29頭が出品されました。本町か
らは荒牧弘幸さん、津留孝二さん、杉田年徳
さんが出品しました。結果は次のとおりです。
共励会結果／推奨牛・杉田年徳さん
今後も、首都圏においての流通ルート確保
に向けて、テレビ広告等で広くあか牛がＰＲ
される予定となっています。

第１回あか毛和牛認定
農場枝肉共励会（東京）

あか牛枝肉が高値で取引

○放送試験日時 ９月12日（水曜日）
①午前10時ごろ
②午前10時30分ごろの２回実施

【放送内容】
「これは、試験放送です。」×３回
「こちらは、防災高森町です。」＋チャイム１回
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８
月

日
（
金
）
と

日
（
土
）
の
両
日
、
中
心

17

18

市
街
地
一
帯
で
「
風
鎮
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
伴
い
左
記
の
と
お
り
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
８
月

日
（
金
）
の
交
通
規
制

17

自
衛
隊
で
は
平
成

年
度
の
自
衛
官
候
補
生
等
を

24

下
記
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

阿
蘇
地
域
事
務
所

-
-

℡
０
９
６
７
２
２
４
５
７
５

○
８
月

日
（
土
）
の
交
通
規
制

18

風
鎮
祭
開
催
に
伴
う
交
通
規
制

平
成

年
度

自
衛
官
募
集

24

試験場所試験種目等試験期日受付期間応募資格募集種目

阿蘇地域振興局筆記試験
適性検査１次 ９月17日（月）

年間を通じて
行っております

18歳以上
～

27歳未満

自衛官候補生
（男子）

北熊本駐屯地口述試験
身体検査

１次 ９月19～21日
９月23・24日
（うち指定する１日）

北熊本駐屯地

筆記試験
適正検査
口述試験

１次 ９月25日（火）
９月26日（水）
うち指定する１日

８月１日（水）～
９月７日（金）

自衛官候補生
（女子）

身体検査

阿蘇地域振興局筆記試験
適性検査１次 ９月17日（月）

一般曹候補生
健軍駐屯地口述試験

身体検査

２次 10月８日（月）
10月10日（水）
うち指定する１日

熊本県青年会館筆記試験
適性検査１次 ９月22日（土）高卒（見込含）

21歳未満航空学生

熊本県青年会館筆記試験１次 10月20日（土）９月３日（月）～
10月１日（月）

高卒（見込含）
24歳未満看護学生
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熊
本
県
で
は
、
個
人
事
業
税
及
び
自
動
車
税
の
２

つ
の
県
税
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
で
納
税
さ
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
と
は
、
電
気
料
金
や
水
道

料
金
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
皆
さ
ん
が
ご
利
用
さ
れ
て

い
る
銀
行
や
農
協
な
ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
県
税
を

自
動
的
に
振
り
替
え
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
安
心

で
便
利
な
制
度
で
す
。

口
座
振
替
に
さ
れ
ま
す
と
、
納
税
の
た
め
に
わ
ざ

わ
ざ
金
融
機
関
等
へ
お
出
か
け
に
な
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
し
、
う
っ
か
り
し
て
納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま

い
余
分
な
延
滞
金
を
支
払
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。

申
込
み
方
法
は
簡
単
で
す
。
最
寄
り
の
市
町
村
役

場
の
税
務
担
当
窓
口
、
県
地
域
振
興
局
税
務
課
、
熊

本
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税
事
務
所
又
は
お
近
く
の

金
融
機
関
の
窓
口
に
申
込
み
は
が
き
が
あ
り
ま
す
の

で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
さ
れ
押
印
の
う
え
、
ポ
ス

ト
に
投
函
さ
れ
る
だ
け
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
取
扱
金
融
機
関

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

肥
後
銀
行

本
店
・
各
支
店

熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行

本
店
・
各
支
店

阿
蘇
農
協
（
Ｊ
Ａ
阿
蘇
）
本
所
・
各
支
所

熊
本
信
用
金
庫

本
店
・
各
支
店

熊
本
中
央
信
用
金
庫

本
店
・
各
支
店

熊
本
第
一
信
用
金
庫

本
店
・
各
支
店

熊
本
県
信
用
組
合

本
店
・
各
支
店

九
州
労
働
金
庫

本
店
・
各
支
店

※
そ
の
他
の
金
融
機
関
で
も
お
取
り
扱
い
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
な
お
、

郵
便
局
で
は
お
取
り
扱
い
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
総
務
部
税
務
課

-
-

℡
０
９
６
７
２
２
４
５
２
７

雲
の
切
れ
間

チ
ョ
ッ
ト
だ
け
よ
と
天
の
川

万
歩
計

祖
父
の
柩
に
入
れ
て
や
り

脱
輪
し
て

田
の
草
取
り
も
す
る
車

人
は
人

何
が
流
行
り
か
気
に
な
ら
ん

は

や

脱
輪
し
て

地
獄
で
仏
身
に
沁
み
た

遅
い

子
供
時
間
は
お
終
い
よ

人
は
人

負
け
る
が
勝
ち
で
生
き
て
ま
す

人
は
人

我
が
道
だ
け
は
変
え
ら
れ
ん

ペ
コ
ペ
コ

先
方
の
機
嫌
損
ね
て

人
は
人

心
に
錦
持
て
ば
良
え

杖
寄
せ
て
挨
拶
交
す
青
田
風

合
歓
の
花
心
優
し
き
人
想
う

梅
雨
深
し
便
り
無
き
こ
と
吉
と
せ
む

曾
孫
の
お
も
ち
ゃ
ポ
ツ
ン
と
夏
座
敷

玉
の
汗
流
し
廃
屋
解
か
れ
ゆ
く

夏
草
の
た
じ
ろ
ぐ
程
に
伸
び
て
お
り

梅
雨
明
け
て
阿
蘇
の
噴
煙
ま
っ
す
ぐ
に

や
っ
と
晴
れ
入
道
雲
に
空
ま
青

気
遣
い
の
電
話
の
先
の
梅
雨
豪
雨

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

俳

句
（
高
森
菜
の
花
句
会
）

市
原

正
成

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

桐
原

寿

林

久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄

泰
子

平
田
ル
リ
子

岩
下

雅
子

馬
原

要
子

岩
下

扶
美

青
木
千
賀
子

県
税
の
口
座
振
替
に
つ
い
て
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炎
天
下
で
は
も
ち
ろ
ん
、
直
射
日
光

が
あ
た
ら
な
い
室
内
で
も
熱
中
症
は
発

生
し
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
室
内
で
重

症
化
す
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
環
境
、
体
の
と
き
に
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
の
か
、
対
処
方
法
を
知
り
、

熱
中
症
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
な
り
や
す
い
人

①
高
齢
者
、
こ
ど
も

②
生
活
習
慣
病

や
肥
満
の
人

③
過
度
に
厚
着
を
し
て

い
る
人

④
日
頃
運
動
を
し
て
い
な
い

人

⑤
病
気
療
養
中
や
体
調
が
悪
い
人

熱
中
症
を
予
防
す
る
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
日
陰
を
味
方
に
…
外
を
歩
く
と
き
は

日
陰
を
歩
き
、
直
射
日
光
を
避
け
ま

し
ょ
う
。

②
服
装
に
工
夫
を
…
通
気
性
や
吸
汗
性

が
あ
る
衣
服
を
選
び
、
外
出
時
に
は

帽
子
、
日
傘
を
。

③
こ
ま
め
な
水
分
補
給
…
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
る
前
に
早
め
の
水
分
補
給
を
。

た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
時
は
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
で
補
給
し
よ
う
。

④
体
調
に
あ
わ
せ
て
行
動
す
る
…
睡
眠

は
十
分
に
摂
り
、
日
頃
か
ら
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

⑤
室
内
の
温
度
・
湿
度
管
理
を
…
ク
ー

ラ
ー
は

度
程
度
に
設
定
を
。
冷
房

28

は
強
す
ぎ
る
と
外
気
温
と
の
差
が
大

き
く
な
り
出
入
り
の
際
に
負
担
に
な

り
ま
す
。

熱
中
症
に
な
っ
た
時
の
応
急
処
置
は
…

①
涼
し
い
場
所
へ
移
動
さ
せ
る
→
②
衣

服
を
脱
が
し
、
体
を
冷
や
す
→
③
水

分
・
塩
分
を
補
給
す
る

☆
太
い
血
管
の
あ
る
首
や
脇
の
下
、
足

の
付
け
根
な
ど
に
氷
の
う
や
濡
れ
タ

オ
ル
を
あ
て
て
、
う
ち
わ
や
扇
風
機

で
風
を
送
っ
て
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

※
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な

い
場
合
は
、
た
だ
ち
に
救
急
車
を
要

請
し
ま
し
ょ
う
!!

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症

熱
中
症
ににににににににににににににににににににににに

気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
をををををををををををををををををををををを
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
まままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううう

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

こ
ん
な
状
況
に
は
特
に
注
意
を
!!

●
環
境

・
気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い

・
急
な
気
温
の
上
昇
、
熱
帯
夜
の

翌
日

・
風
通
し
が
悪
く
、
日
差
し
が
強

い
●
場
所

・
運
動
場
・
体
育
館
・
工
事
現
場
・

浴
室

・
閉
め
き
っ
た
車
中
、
室
内

・
田
畑
や
ゴ
ル
フ
場
等
日
陰
の
な

い
場
所

熱
中
症
と
は
…

私
た
ち
の
体
に

は
、
暑
く
な
る
と
末
梢
の
血
管
を

広
げ
た
り
、
汗
を
か
い
た
り
し
て

体
温
を
下
げ
よ
う
と
す
る
調
節
機

能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な

く
な
る
と
体
内
に
熱
が
こ
も
り
、

や
が
て
め
ま
い
や
不
快
感
、
意
識

障
害
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま

す
。
そ
の
状
態
が
熱
中
症
で
す
。
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▼
７
月

日
に
発
生
し
た

12

「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
」。

山
が
崩
れ
田
畑
が
埋
ま
り
、

河
川
は
大
量
の
倒
木
で
埋

め
つ
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
場
に
初
め

て
立
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

自
然
の
猛
威
と
集
中
豪
雨

の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
、

足
が
す
く
み
ま
し
た
。『
災

害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お

り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

℡68-0111阿 蘇 立 野 病 院８月19日

℡67-0020藤 本 医 院８月26日

℡62-0216平 田 医 院９月２日

℡096-292-2250のむら内科クリニック９月９日

℡68-0111阿 蘇 立 野 病 院９月16日

℡62-0378寺﨑内科胃腸科クリニック９月17日

◎診療は午前9時から午後5時まで
休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅休日在宅医医医医医医医医医医医

御遺族年 齢死亡者住 所

荒牧 久80荒牧 覺高 森・上 在
栗屋 稔86栗屋フミ子高 森・上 在
桐原 吉正94桐原 子菅 山・栃 原
平井 敏朗92平井ツルミ高 森・横 町
白石ハルコ82白石 冨忠高 森・村 山
井上今朝一95井上スヤ子矢津田・高尾野
森 宗富98森 治房河 原・黒 岩
相馬エツ子84相馬 繁男高 森・冬 野

2012年６月受付分（敬称略）

猿8月19日～9月17日分

●
８
月

日（
月
）～

日（
金
）

13

17

３
種
混
合
予
防
接
種
（
町
内
各
医
院
）
／

時
～

時

10

12

●
８
月

日（
水
）

15

役
場
支
払
日

●
８
月

日（
金
）～

日（
土
）

17

18

風
鎮
祭
（
中
心
市
街
地
一
帯
）

●
８
月

日（
水
）

22

介
護
保
険
資
格
取
得
者
説
明
会

（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
・
和
室
）
／

時
～

15

●
８
月

日（
金
）

24

年
金
相
談
（
役
場
庁
舎
・
第
一
会
議
室
）
／

時
～

時

10

15

高
森
町
教
育
研
究
会
全
員
研
修
会（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

●
８
月

日（
月
）

27

役
場
支
払
日

●
８
月

日（
木
）

30

食
生
活
改
善
推
進
員
郡
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時
～

13

●
９
月
５
日（
水
）

役
場
支
払
日

●
９
月
６
日（
木
）

よ
い
歯
の
教
室
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時
～

13

●
９
月

日（
水
）

12

Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
全
国
一
斉
試
験
（
町
内
一
円
）
／

時
～

10

●
９
月

日（
金
）

14

３
か
月
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

（
南
阿
蘇
村
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー
）
／

時

分
～

13

30 ８
月

日
13

～
９
月

日
15

まちの人口
人口／７，１４４人（－16）
男性／３，４０２人（－ ８）
女性／３，７４２人（－ ８）
世帯／２，８３８戸（＋ ２）

平成24年6月30日現在

●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
興梠ツユコ 川部 都
津留 國雄 桐原 市博
荒牧 久 井上今朝一
相馬エツ子 森 宗富
勝木アキミ 平井 敏朗
［一般寄付］
高森中学校

●広報送料寄付（敬称略）
古後富久代（福岡県中間市）

愛の
ご寄付

お
く
や
み

も
う
し
あ

げ
ま
す

編
集
後
記
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町中心部の商店街一帯で盛大に開催される「風鎮祭」。今年も
多彩なプログラムが盛大に企画されています。メイン会場は中
央四つ角。「四つ角舞台」は、トレーラーではなく、木製の手
作りです。昔ながらの四つ角舞台で「にわか」を楽しむもよし、
観光交流センターでイベントを楽しむもよし。
来て、見て、出て楽しい「風鎮祭」。皆さんのお越しをお待ち

しています。
■お問い合わせ先 風鎮祭実行委員会 ℡６２-０２７４

・８月17日（金）
午前10時～ 「子ども手踊り」
午後４時30分～「熊本県警音楽隊演奏」
午後５時～ 「開会式」
午後６時～ 「風鎮ダンス」
午後８時20分～「花火大会」

・８月18日（土）
午前８時～ 「五穀豊穣祈願祭」
午前10時～ 「五町向上会競演」
午前11時～ 「高森幼稚園子供御輿」
午後１時30分～「高森高校学園広場」
午後３時30分～「山の引立て」
午後６時～ 「節刀渡し」
午後９時～ 「にわかコンクール」

８月17日（金）・８月18日（土）

主主なプログラ主なプログラムム
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